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１．フロン法電子報告システムの概要 
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フロン法電子報告システム 

１．①システムの全体概要 
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１．②システムの特徴 
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フロン法電子報告システムはブラウザから利用できるウェブシステムです。 
  
 
 
 

 利用のメリット 

・紙の提出は不要。電子ファイルのアップロードのみ 

・事業者のPCから提出可能 

・複数省庁へも１回の操作で提出可能 

・提出時に内容確認を実施（修正報告の可能性が下がります。） 

・前年度までの報告内容の確認が可能 
 

 推奨するPC利用環境 
  ・CPU：2GHz 以上 
  ・メモリ：2GB 以上 
  ・HDD：10GB 以上 
  ・ディスプレイ：（内蔵）14 インチ、解像度：1,366×768 ドット以上 
           （外部）19 インチ、解像度：1,280×1024 ドット以上 
  ・OS：Windows 7（32bit, 64bit）以降 
  ・ブラウザ：Internet Explorer8～11、Google Chrome 36.0.1985.125 m 
  ・その他：Microsoft Office10、Adobe ReaderⅩ 

画面種別 URL 

利用申請確認画面 https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit 

ログイン画面 https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/ 

https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit
https://www2.env.go.jp/energy-saving-ghgreport/user/userApp/doInit
https://www2.env.go.jp/energy-saving-ghgreport/user/userApp/doInit
https://www2.env.go.jp/energy-saving-ghgreport/user/userApp/doInit
https://www2.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit
https://www2.env.go.jp/energy-saving-ghgreport/user/userApp/doInit


１．③利用の流れ 

使用届 
出書提出 
（郵送） 

登録情報 
Web確認 

ﾜﾝﾀｲﾑURL 
ﾒｰﾙ受信 

ｱｸｾｽｷｰ 
受領 

（郵送） 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 
Web認証 

 完了 
（ログイン可能） 
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本システム利用時 

報告書 
作成 

報告書 
登録 

報告書 
提出 

 取り下げ 

差戻し 

完了 

複数提出先に一括提出可能 

完了 

利用開始時 



１．④システム操作の流れ 
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 利用申請 
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２．利用フロー 



２．利用フロー（１／５） 
 利用申請（使用届出書）～アクセスキーの受領 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業者は、環境省又
は経済産業省へ紙で
使用届出書を提出し
ます。 
環境省又は経済産業
省は、アクセスキー
を発行し、事業者へ
郵送します。 

事業者は、受け取っ
たアクセスキーを、
システムの利用申請
確認画面に入力しま
す。 
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事業者 環境省又は経済産業省 

利用申請 
（使用届出書） 

特定漏えい者情報
の確認・更新 

アクセスキーの 
発行 

アクセスキーの 
出力 

アクセスキーの 
郵送 

アクセスキーの 
受領 

利用申請 
（システム） 

アクセスキー 

（紙） 

（紙） 



事業者 電子報告システム 

２．利用フロー（２／５） 
 利用申請（システム）～ログイン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業者は、ワンタイ
ムURLにアクセスし
パスワードを入力す
ると、ログインID
がメールで送信され
ます。 

事業者は、ログイン
IDとパスワードを
使ってシステムにロ
グインします。 
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メール（ワンタイム
URL）の受領 

パスワード再入力 システム 

パスワードの検証 
ログインIDの発行 

（期限付） 
メール自動送信 

ログインＩＤの受領 
ログインID  
（電子メール） 

ログイン システム 

利用申請 
（システム） システム 

利用申請の確認 
ワンタイムURLの発行 
メール自動送信 

ワンタイムURL 
（電子メール） 

事業者は、アクセス
キーを使って利用申
請確認画面にログイ
ンしてパスワード等
を設定します。 

★アクセスキー発行から
1年4ヶ月以内 

★URL送信から24時間以内 

★IDメール送信から7日以内 
 （初回ログインのみ期限あり） 



事業者 電子報告システム 

２．利用フロー（３／５） 
 ログイン～報告書提出準備 

報告書登録方法を選
択し、Web上で直
接入力するか報告書
ファイルをアップロ
ードして新規に登録
します。 

必要な場合には様式
第１別紙、様式第２
も登録します。 
報告書を登録した後
に報告書の内容をチ
ェックします。 
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報告書（本体）の新規登録 

ログイン 

報告書基本情報画面 

入力チェック 

システム 

システム 

報告書登録方法の選択 

ファイルア
ップロード 

Web入力 



事業者 電子報告システム 

２．利用フロー（４／５） 
 報告書入力チェック～報告書提出 

登録した報告書の入
力チェックを行い、
内容にエラーがない
ことを確認し、提出
します。 

提出後、提出通知の
メールが送信されま
す。 
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報告書提出 
（提出先選択画面） 

エラーなし 

システム 

エラーあり 

入力チェック 
（報告書一覧画面） 

報告書基本情報画面 

メール自動送信 
提出通知 

（電子メール） 確認 



事業者 電子報告システム 省庁 

２．利用フロー（５／５） 
 報告書提出後の修正 

報告書の提出後に、
修正したい場合等、
提出した報告書を取
り下げることができ
ます。取り下げが完
了したら再提出しま
す。 

省庁が報告書を差し
戻した場合、事由を
確認の上、再提出し
ます。 
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取り下げ 
（取り下げ確認画面） 

報告書提出 
（提出先選択画面） 

差し戻し確認 
（報告書基本情報画面） 

システム 

入力チェック 
（報告書一覧画面） 

報告書基本情報画面 

メール 
自動送信 

差し戻し 
（電子メール） 

差し戻し システム 
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３．画面操作 



 利用申請確認画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．画面操作（１／１３） 
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郵送で受領したアクセスキー
と特定漏えい者コードを入力
します。 

システムから事業者宛にメー
ルが送信されましたら、ワン
タイムURLを押下します。 

登録内容を確認し、パスワー
ド等を設定します。 

…
 

利用申請確認画面のURLは、以下になります。 
https://ghgreport.env.go.jp/furon-
report/user/userApp/doInit 
 ※平成29年度よりURLが変更されています。 

パスワード 
 

パスワードを設定します。 

https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/user/userApp/doInit


３．画面操作（２／１３） 
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 ワンタイムURL画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業者は、利用申請確認画面
で設定したパスワードを入力
します。 

システムから事業者宛にログ
インIDをお知らせするメール
が送信されます。 
メールに記載されたログイン
IDと利用申請確認画面で設定
したパスワードを利用して、
システムにログインします。 

パスワード 
 
利用申請確認画面で設定したパス
ワードを入力します。 

※ワンタイムURLの有効期限（24時間）を超過した場合は、
使用届出書を提出した窓口へ連絡し、アクセスキーの再発
行を依頼してください。 



３．画面操作（３／１３） 
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新着情報 
メンテナンスの予告など 
の案内情報を表示します。 

関連情報 
関連WebサイトのURLや 
本システムの操作説明書を 
掲示します。 

各機能の利用にあたり、本画面でログインします。 
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/ 

  ※平成29年度よりURLが変更されています。 

■ ログイン画面 

ログインIDを入力します。 

パスワードを入力します。 

※5回連続してログインに失敗するとアカウントロック状態
になります。解除するには、使用届出書を提出した窓口へ
連絡し、アカウントロックの解除を依頼してください。 

キャプチャ認証欄に画像表示さ
れている文字を入力します 

ログインボタンを押下します。 

ログイン成功時、トップ画面に
遷移します。 

https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/
https://ghgreport.env.go.jp/furon-report/


３．画面操作（４／１３） 
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 トップ画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面左側の機能メニューを 
選択します。 

選択した機能画面に遷移し 
ます。 

お知らせ 
 
報告書の受理や差戻し
など本システムにおけ
る業務に関する案内を
表示します。 

機能メニュー 
 
ユーザ情報の変更、報
告書の登録など機能メ
ニューを表示します。 

●機能メニュー内容 
 
＜事業者向け＞ 
 －ユーザ情報詳細 
 －報告書の提出準備 
 －報告書の確認・ 
  提出・出力・修正 

登録方法選択画面 

報告書一覧画面 



３．画面操作（５／１３） 
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 ユーザ情報変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユーザ情報詳細画面でユーザ 
情報変更ボタンを押下します。 

ユーザ情報変更画面で変更内容 
を入力します。 

ユーザ情報の変更内容を確認し 
確定させます。 
変更後のユーザ情報が表示され 
ます。 

確認画面を経て 

 
 
●ユーザ情報変更可能項目 
 －事業者名 
 －事業者名（ふりがな） 
 －都道府県コード 
 －郵便番号 
 －住所 
 －住所（ふりがな） 
 －主担当者（部署/役職名、担当者名、 
       担当者名（ふりがな）、 
       電話番号、メールアドレス） 
 －担当者１～担当者５ 
 



３．画面操作（６／１３） 
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 報告書登録－登録方法選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録方法（Web入力／ファイ 
ルアップロード）を選択しま 
す。 

Web選択時： 
フロン法報告書Web入力画
面に遷移します。 

ファイルアップロード選択時 
報告書ファイルアップロー
ド画面に遷移します。 

Web入力画面 

報告書ファイル 
アップロード画面 



３．画面操作（７／１３） 

※本画面での登録では、報告書が入力チェッ
ク前の状態で登録されます。報告書基本情
報画面より本画面に遷移し、再度、編集す
ることも可能です。 

※途中で入力を中断して確認画面へ進むこと
も可能です。その場合、入力情報は一時保
存され、次回、入力中断時の状態から入力
を再開することが可能です。 

 フロン法報告書Web入力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表紙の情報を入力します。 
また、第１表～第２表、（必要に応じ
て）様式第２の情報を入力します。 
記入内容については算定漏えい療法国
マニュアルをご確認ください。 

確認画面で内容を確認します。 

フロン報告書Web入力の完了が表示さ
れます。 

確認画面を経て 

21 



３．画面操作（８／１３） 
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 報告書ファイルアップロード 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告年度 
報告書提出は、当該年度
分のみ行えます。 

●選択できるファイル形式 
 ・XML：報告書作成支援ツールより出力 
 ・EXCEL：EXCEL報告様式（環境省HPよ 
     りダウンロード） 

※本画面での登録では、報告書が
入力チェック前の状態で登録さ
れます。 

 報告書基本情報画面に遷移し、
様式第１別紙、様式第２があれ
ば登録します。 

ファイルを選択ボタンを押下し
てPC端末上のファイルを選択し
ます。 

ファイル形式を入力します。 

アップロードボタンを押下しま
す。 



３．画面操作（９／１３） 
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 報告書基本情報画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様式第１別紙、様式第２を提出
する場合、当該ファイルを選択
し、追加ボタンを押下します。 

ファイル追加後は、登録したフ
ァイルが追加された形で、本画
面が再表示されます。 
本画面での登録では、報告書が
入力チェック前の状態で登録さ
れます。 

※Web入力した報告書は、本画面で
ダウンロードボタンの押下により
XML、Excel、PDFファイルのいず
れかの形式でダウンロードするこ
とが可能です。 



３．画面操作（１０／１３） 
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 報告書入力チェック・提出（報告書一覧画面） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告書基本情報画面 

取り下げ依頼画面 

登録済みの報告書データの一覧が
表示されます。 

ステータスが提出前の報告書につ
いて入力チェックボタンを押下し
ます。 

入力チェックでエラーが発生した 
場合には、「詳細」ボタンを押下
します。 
報告書基本情報に遷移し、Web入
力による修正又は修正ファイルの
再アップロードにより、報告書の
再登録を行います。 
その後、再度、入力チェックを行
います。 

入力チェックでエラーが無くなる 
と、提出ボタンが表示されます。 

提出ボタンを押下します。 



３．画面操作（１１／１３） 
 報告書提出（提出先選択画面） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加ボタンを押下し、提出先を
追加します。 

追加した提出先から「主」（主
たる事業所管省庁）を選択しま
す。 

主たる事業を所管す
る省庁の提出先課室
を選択 

追加ボタン 
全ての提出先を選択する必
要があるため、提出先を追
加する際に使用します。ボ
タン押下で提出先省庁が1
行追加され、プルダウンメ
ニューより提出先を選択し
ます。 確認画面を経て 

※報告書提出を行うと、当該事業
者、提出先全省庁の稟議ルート
上の担当課室に対して、報告書
が提出されたことを通知するメ
ール送信及びトップ画面へのお
知らせ表示を行います。 
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提出先確認画面で内容を確定し
提出ボタンを押下します。 

報告書提出の完了が表示されま
す。 



３．画面操作（１２／１３） 

26 

 取り下げ依頼画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取り下げ依頼事由を入力します。 

取り下げ確認画面で内容を確認 
後、確定します。 

取り下げ完了が表示されます。 
（報告書が取り下げられます。） 

※提出先の全省庁が受理をする前
の場合は、自動で取り下げられ
ます。 

※受理済みの省庁がある場合は、
受理済みの省庁が取り下げの承
認を行うことで取り下げが完了
します。 

取り下げ依頼事由 
提出先の全省庁が受理をす
る前の場合には、取り下げ
依頼事由の入力欄は表示さ
れません。 

報告書基本情報画面より、再度、
報告書の登録を行います。 



３．画面操作（１３／１３） 
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 差戻し確認（報告書基本情報画面） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

差戻し事由 
差戻し事由を登録した
全省庁の差戻し事由が
表示されます。 

省庁側の差戻し操作により、メー
ルが送信され、お知らせが表示さ
れます。 

報告書一覧画面より、差戻し対象
データの詳細ボタンを押下します。 

差戻し事由を確認します。 

本画面よりWeb入力による修正 
又は修正ファイルの再アップロー
ドにより、報告書の再登録を行い
ます。 

「報告書一覧画面へ」リンクを押
下し、報告書一覧画面に遷移しま
す。 

報告書入力チェック及び提出の操
作を再度実施します。 
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４．メール送信・お知らせ機能 
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４．①メール送信 

No メール種類 操 作 

1 ワンタイムURL 利用申請（初回のシステムへのアクセス） 

2 ログインID 利用申請（二回目のシステムへのアクセス） 

3 報告書提出 報告書提出 

4 受理 省庁による報告書受理 

5 差戻し 省庁による報告書差戻し 

6 補正 省庁による報告書補正 

 システムから自動送信されるメールは以下のとおりです。 

※上記のメールは、【ユーザ情報詳細】画面の「主担当者」、「担当者１」～「担当者５」のメール
アドレス欄に入力されているメールアドレス宛に、システムから自動で送信されます。 
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４．②お知らせ表示について 

 お知らせ表示される内容は以下のとおりです。 

No お知らせ種類 操 作 

1 報告書提出 報告書提出 

2 受理 省庁による報告書受理 

3 差戻し 省庁による報告書差戻し 

4 補正 省庁による報告書補正 
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本システムに関する問い合わせ・制度所管課室 
 環境省地球環境局地球温暖化対策課フロン対策室 
  TEL 03-3581-3351（6753） 
 経済産業省製造産業局化学物質管理課オゾン層保護等推進室 
  TEL 03-3501-1511（3711） 

 
フロン類算定漏えい量報告・公表制度ヘルプデスク 
 株式会社三菱総合研究所 環境・エネルギー事業本部内 
  メール： furon-helpdesk@mri.co.jp 
      TEL 03-6705-6143（平日9:30-17:30） 

 
■ 電子報告のための申請様式    
http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/law/kaisei_h27/denshi.html 
 

５．本システムに関するお問合せ 

http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/law/kaisei_h27/denshi.html

